




それぞれの
思いを胸にIISECで学ぶ

唐沢：これからパネルディスカッションを始めたいと思います。まず、自己
紹介をします。私はセキュリティ製品ベンダーで製品開発を担当した後、
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2019年 にJapan Digital Design
株式会社に入社してセキュリ
ティ部門を立ち上げ、2021年か
らエンジニア部門全体の責任者
を務めています。
　IISECに は2012年4月 か ら
2014年3月までの2年間、私費で
通い、当時の学長だった田中先
生の研究室で大変お世話になり
ました。現在の学長である後藤先生の研究室が隣にあり、合宿へ一緒に参加
させていただくなど、いい思い出です。そんなご縁もあり、昨年から同窓会
長を務めています。
吉濱：私は大学卒業後、日本企業でSEとして仕事をしていました。そのと
き、通信の標準化に関係する国際会議に参加して海外の企業に興味を持ち、
米国IBMでユビキタスコンピューティングの研究を担当。その後、日本IBM
に入り、情報セキュリティ関連の仕事をすることになりました。
　それまでセキュリティ分野とは縁がなく、よく分かりませんでした。た
だ、面白そうだと思い、本格的に勉強しようと開学したばかりのIISECに入
学したのです。2期生でした。
　日本IBMでセキュリティの研究を10年ほど行い、その後、産業系の研究開
発を経て、現在はAmazon Web Services Japanにてコンサルタントとして
仕事をしています。また、業務とは別に情報処理学会の理事やJTS CRDS特
任フェローなどの活動を続けています。
澤田：私は大学院修了後、NTTデータに入り、システム開発を担当してい
ました。専門的な知識、技術を身に付けたほうが働きやすいと考え、2006年
社内公募でセキュリティ部門に手を挙げたのです。その翌年、上司の勧めも
あり、企業派遣の形でIISECに入学しました。企業の方々と学生同士として
話せたのはいい経験でした。
　NTTデータで10年以上、セキュリティコンサルティングに従事した後、
DXやAIなどの技術情報発信やマネジメントを担い、2023年6月からガート
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ナージャパンでコンサルティン
グを行っています。例えば、グ
ローバルなベンダーと一緒に脅
威分析や疑似攻撃テストなどを
進めています。
　今振り返ると、セキュリティ
をやっていて本当によかったと
思います。ガイドラインや法規
制などを専門家と一緒に考えて
いくことは自分の性格にも合っています。当時、情報セキュリティマネジメ
ントシステムや、NISTのサイバーセキュリティフレームワークなどが策定
される過程を知ることができたのは、今も貴重な経験となっています。
　若い人たちにお伝えしたいのは、知りたいことがあれば年上の分かりそう
な人に聞いた方が早いということです。IISECなどを活用して効率的に学ぶ
といいと思います。
羽田：私は今、NTTセキュリティ・ジャパンでセキュリティプリンシパル
をつとめています。IISECには2011年、後藤先生が移ってこられた年に入学
しました。当時、私を含め後藤研究室の学生は2名で、土曜日の午後、2名だ
けで後藤先生のゼミを受けるというぜいたくな環境で勉強したことを覚えて
います。
　IISECに入学した2011年は、CTFがブームになり始めたころで、SECCON
がスタートしたのもこの年です。当時、CTFチームで有名な「sutegoma2」
にならってIISECで「mochigoma」を立ち上げたのも2011年でした。
　その後、2015年に日本年金機構の重大インシデントが発生するなど、セ
キュリティが経営課題として認識されるようになってきたこともあり、博士
課程にチャレンジしました。今は会社勤務のほか、IISECの客員講師や研究
指導の助手をしています。
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IISECでの経験やキャリアの
エポックメイキングを語る

唐沢：ありがとうございます。経歴を紹介していただきましたが、IISECで
経験したことを含め、皆さんにとってキャリアのエポックメイキング、人生
の転機になった出来事があれば、聞かせていただけますか。
澤田：NTTデータでは、2006年からセキュリティ部門の担当になりました
が、入社以来、セキュリティ部門だった人たちに比べると、生え抜きのセ
キュリティ人材ではないような劣等感がありました。ただ、セキュリティを
始めたのは遅かったものの、情報セキュリティ大学院大学にも通い、2016年
になってシナジーが現れたといいますか、それまでの経験がすべて統合さ
れ、次のステップに進むことができました。寄り道であると感じることが
あっても、いつか役に立つ可能性があり、私の場合は、入社後公共分野に配
属されシステム開発やお客様対応を経験したことが、後々マネジメント的な
視点で物事を判断できるとも評価され、2016年に課長に登用されました。
　人からアドバイスを受けたり、これやってみたらと言われたりしたことを
拒絶するのではなく、ちょっとやってみる。私自身、それで自信が付き、周
囲の目も変わったと思います。これが私にとって最初の転機です。
羽田：技術者なので、技術力が大切なのは当然ですが、私の場合、仕事と趣
味が一致しているといいますか、休日も我を忘れて解析に取り組むなど、技
術に対して無我夢中になれることが周囲から評価されたのだと思います。
　たまに転職エージェントの
方とお話しする機会がありま
すが、お客様のところに出向い
てプレゼンしたり、説明したり
することが得意だと伝えると、
技術力がありながらそうした
顧客対応の経験やマネー
ジャーとしての経験を持つ人
はあまりいないと言われまし

146

澤田 忍 氏

た。そういった業務に取り組む機会や環境があり、積極的にチャレンジした
ことが私にとってエポックメイキングとなりました。
唐沢：ありがとうございます。私も会社で採用の担当をしていて、そういう
人材がなかなかいないと実感しています。次に吉濱さんのお話しを聞かせて
ください。
吉濱：私は数回、転職を経験していますが、羽田さんのように技術力で評価
されるというより、ヤル気と勢い（笑）で評価されていると思います。AWS
の採用プロセスは独特で、Amazon社員の行動原則、リーダーシッププリン
シプルに沿った行動ができるかどうかで評価されます。
　例えば主体性や責任感を持って仕事ができるか、新しいことを積極的に学
べるかといったさまざまなポイントがあり、ソフトスキル的なところが評価
される気がします。そして、私自身は論理的な思考力もあるし、技術力もそ
れなりにあると自負しています。ビジネス面とのバランスを取りながら考え
られるところが評価されているのだと思います。

VUCA時代に活躍が期待される
セキュリティ人材

唐沢：パネルディスカッションのテーマは「VUCA時代のキャリア構築と
IISEC」です。まさに将来の予測が困難な時代ですが、今後、活躍が期待さ
れるセキュリティ人材のイメージが以前と変わっているのか、過去と比較し
てこれからどんな人材が求められるかなど、皆さんのお考えを聞かせていた
だけますか。
羽田：10年、20年前はセキュリティ技術者の立場はそれほど高くなかったと
思います。ところが、2015年の日本年金機構のインシデントを契機に技術者
がセキュリティをきちんと理解し、運用しなくてはいけないという考え方が
浸透してきたように感じています。
　さらに、近年は内製化の動きも加速しています。セキュリティは企業の生
命線となり、社外の事業者に任せ切りにするのはリスクがあると考えるよう
になってきました。そこで、自前でSOC（セキュリティオペレーションセン
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ター）を運営する、セキュリ
ティ技術者を抱えるといった
動きが出てくるようになりま
した。
　私はSOCサービスを提供す
る事業者側なので、運用方法な
どを説明すると「自社でやるの
は難しい」となり、外注する
ケースも少なくありません。
とはいえ、企業がセキュリティを経営課題として捉えられるようになったこ
とが大きな変化であり、セキュリティ人材がどんどん必要になる時代になる
と見ています。
唐沢：ありがとうございます。そうしますと、ユーザー企業に在籍するセ
キュリティエンジニアが増えそうということでしょうか？
羽田：はい。会社の業務を理解しながらセキュリティを担う人材が必要に
なってくると思います。
唐沢：確かに業務を理解した上でセキュリティの必要性を説くことが大事に
なると思います。この席にお二人のコンサルタントがいらっしゃる前で申し
訳ありませんが、よくある話としてコンサルティング会社がユーザー企業に
入ってセキュリティ規程を作ったりセキュリティシステムを導入したりしま
すが、その後の運用がユーザー企業任せになって必ずしもセキュリティが向
上しないということがあると思います。セキュリティの内製化が進めば、こ
ういった問題も解決するかもしれませんね。

生成AIにとって代わられる仕事と
人間の価値を出せる仕事

吉濱：唐沢さんのご指摘のように、日本の事業会社の中にはITベンダーが
システムを開発し、自前のIT技術者の人材が不足しているという企業も少
なくありません。これは日本独特の事情で、海外ではシステム開発にしても
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内製化が進んでいます。その結果、業務のデジタル化、DXなどが促進され
るという面もあります。
　ところが、日本企業の多くはベンダー任せでシステム構築を行い、ベン
ダーが去った後は状況がよく分からないというのは、大きな損をしているよ
うに思います。自社でIT技術者を抱え、社内に技術を任せられる人材を増
やしていくことが、日本企業の課題になると思います。
　また、近年の生成AIにより、大きな変化が生まれています。コンサルタ
ントの仕事も5年後には生成AIにとって代わられる可能性がある。そういう
時代に生き残る人材に何が求められるのか、よく考える必要があります。
唐沢：生成AI時代に必要な人材ですか。
吉濱：はい。これまで技術者が行っていたコードを書く、ドキュメントをつ
くるといった仕事もいずれ生成AIがとって代わる可能性があります。そう
した中で、人間の価値を出せるところは、さまざまな社会課題に対して課題
を深堀し、理解し、AIが回答を導き出せるところまでブレイクダウンする
といった仕事が考えられます。
　課題を抽象化して本質を明らかにしたり、こういう課題にはこういう技
術、手法が使えたりするのではないかといった判断は人間の得意分野です。
そういう人材を増やしていくことが生成AI時代で重要になると思います。
唐沢：吉濱さんのお話は大変、興味深いです。人間の仕事が生成AIにとっ
て代わられる可能性について、お二人はどのようにお考えですか。
羽田：私の仕事は生成AIに代わってほしいと思いますが（笑）、AIが人間の
ようにかゆいところまで手が届くのはもう少し先になると見ています。た
だ、生成AIがまだ難しいのは、人脈や経験に関係するところです。経験を
生かしてどう判断を下すのか、どう責任を取るのかといったところまで生成
ITにシフトするのには時間がかかると思います。
唐沢：確かにAIに責任は取れというのは難しいですね。澤田さんはいかが
お考えですか。
澤田：セキュリティ分野も生成AIの影響を受けるようになるでしょう。私
が所属するガートナーでは、AIの信頼性、リスク、セキュリティマネジメ
ントを考えるAI TRiSMという概念を打ち出しています。いずれ、生成AIに
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とって代わられるものはいろいろあると思いますが、まず人間が先手を打つ
ことで、次の打ち手も考えられると見ています。
唐沢：ありがとうございます。生成AIの話で盛り上がりましたが、改めて
将来の活躍が期待される人材像について、聞かせていただけますか。
澤田：私も以前は生涯、同じ会社で勤め上げるのは素晴らしいことだと思っ
ていました。親世代もそうですし、今もそう考える人はいると思います。一
方、仕事先を変えながらさまざまな経験をしている人は会社でコアな情報を
得ていく。
　そういう人が多くの情報量を持ちながら仕事をしていくのに対し、ずっと
同じところで仕事をすることがリスクになる可能性もある。何がホットで、
どうすれば自分の価値が上がるかを考え続けながら仕事をしたほうがいいと
感じています。
唐沢：澤田さんがおっしゃるように、確かに動かないことがリスクになると
いうのは、その通りだと思います。

OBOGの
立場からIISECに期待すること

唐沢：さて、IISEC開学20周年記念シンポジウムということで、OBOGの立
場で今後のIISECはこうなってほしいというご意見があれば聞かせていただ
けますか。
吉濱：IISECで既に取り組まれているかもしれませんが、これから人材のリ
スキリングが重要になってきます。さまざまなタイプの方々に幅広く、ある
いは深く掘り下げてセキュリティ教育に力を入れていただければと思います。
唐沢：さまざまなタイプの方々とおっしゃいましたが、とくにセキュリティ
教育が重要になりそうな年代はありますか。
吉濱：とくにどの年代というより、すべての人にセキュリティはかかわって
きます。高齢者の皆さんもセキュリティ教育は必要です。
澤田：後藤学長の講演でもお話しされていましたが、短期コースがもっと充
実すればいいと思います。企業のセキュリティ部門にいる人は別としても、
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自分でセキュリティの勉強をしたいと考える人にとって、いきなり2年制の
大学院に入るのはハードルが高いこともあります。短期間学んでみる、自費
でも賄えるコースが充実すれば、もっと勉強しやすくなると思います。
　また、アジアやグローバルで日本が大好きという外国人も少なくありませ
ん。私もかつてオーストラリアに興味があり、何か研修先はないか調べたこ
とがあります。同様に、日本の情報セキュリティに関心を持つ外国人向けに
短期のコースを設けるなど、範囲を広げていく方法もあると考えています。
唐沢：ありがとうございます。羽田さんはいかがですか。
羽田：私にとって、IISECで学んだ経験と人脈がその後の人生の大きな財産
になっています。何かにぶつかったとき、一緒に学んだ仲間たちも同じ課
題、悩みを抱えている。自分だけが分からないのではなく、仲間も同じ課題
を抱えていることが分かるだけでもありがたいですね。澤田さんが指摘され
たグローバル化もそうですが、仲間、人脈をどんどん広げていけるよう多様
性のあるIISECが望ましいと思います。
　また、IISECでの貴重な経験として、後藤先生から様々な学会に投稿する
よう言われたことを覚えています。締め切りに向けて必死に研究を進めたこ
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とで、学会でいろいろなディスカッションを行い、フィードバックを受けら
れたことは、その後の貴重な財産となりました。

在学生、修了生のつながりも
IISECの大きな魅力

唐沢：このパネルディスカッションにはIISECの在学生や、今後、進学を検
討されている方もいらっしゃると思います。そうした社会人や学生の皆さん
に対して、進学先としてのIISECの魅力を聞かせていただけますか。
澤田：修了して分かったのが、本当にIISECのような大学院大学は他にはな
く、貴重なんだなということです。演習がたくさんあるとか、実際に社会人
が来て学んでいるところってなかなかないですよね。私にとって想像以上に
貴重な場でした。IISECで一緒に学んだ方々が業界の重鎮になられていく姿
をみることができ、それが長く続く大学はそうはありません。進学先として
IISECを選択する価値は十分にあります。
　また、若い方も年配の方も世代に関係なく、どんどん気軽に質問してつな
がっていくといいと思います。いろいろ質問することで教えていただける
し、チャンスが広がっていきます。今振り返ると、私ももっと質問すればよ
かったと考えています。
　基調講演でコミュニティとしてのCODEBLUEなどのお話しをされていま
したが、人のネットワークは信頼関係につながり、研究や仕事、実績も広
がっていきます。そうした場の一つとしてIISECを利活用していけばいいの
ではないでしょうか。転職を経験した今だからこそ、本当にそう感じていま
す。
羽田：IISECに入学希望の人にアドバイスすると、卒業後は必ずセキュリ
ティ人材の色が付くということです。他のどの大学を卒業するよりも、周囲
からはセキュリティ人材としてみなされます。IISECにいる2年間で勉強で
きることはセキュリティの膨大な分野の中でごく一部ですが、卒業後はセ
キュリティのことは何でも知っていると周囲から見られ、何でも聞かれるこ
とになります。
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　私自身も、セキュリティに詳しいですよねと言われますが、別にすべてを
知っている必要はなく、知らないことでも自分が手探りで解決してきたとい
う経験が自信になります。そのやり方を学べるのがIISECだと思います。ぜ
ひ、何か問題を見つけ自分で解決したという経験を在学中に身に付けていた
だければと思います。
唐沢：ありがとうございます。羽田さんのおっしゃる通りですね。そうなり
たいためにIISECに入学する方もいるかもしれません。ちなみに、セキュリ
ティのことなら何でも聞かれるとお話しされましたが、私もIISECのシステ
ムデザインコースで学んだだけにも関わらず、個人情報保護法に関係するこ
とをよく聞かれました。
　サイバーセキュリティと個人情報保護法は外から見れば同じように思える
かもしれませんが、皆さんご存知のように専門領域としてそれぞれ異なるこ
とも多いです。質問者に対し、個人情報保護法上、どう答えたらいいのかよ
く分からない場合、改めて勉強し、自分なりの回答を導き出すようにしてい
ました。

セキュリティの専門性を磨きながら
幅広い知識や見識を身につける

吉濱：T型人材という言葉があります。Tの文字の横軸が示す幅広い知識と、
縦軸が示す特定の領域の専門性の両方を備えた人材の意味で使われますが、
私はIISECには小さなTと大きなTがあると思っています。小さなTはセキュ
リティそのもので、IISECでそれぞれの研究領域で専門性を磨きながら、幅
広くいろんな観点からセキュリティを学び、小さなTの横軸をしっかり育て
る。
　一方、大きなTの縦軸がセキュリティ全般だとすると、そこはIISECを修
了した人の強みになります。それに加えて、例えばサプライチェーンのセ
キュリティなど、幅広い技術領域やビジネスをカバーする観点でセキュリ
ティを考え、大きなTの横軸を強化していく。この大小のTの両方でセキュ
リティを考えていただくと良いのかなと思います。
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唐沢：セキュリティのためのセキュリティ屋になるなということですね。今
は減りましたが、かつてはセキュリティ原理主義を標榜する人もいましたね。
吉濱：そういう人がいてもいいとは思いますが、社会や企業で求められるセ
キュリティ人材で言えば、バランス感覚があったほうがいいのではないで
しょうか。

技術面だけに偏らない
インシデント報告のあり方

唐沢：さて、会場でパネルディスカッションをお聴きの皆さんに、ぜひパネ
ラーの方に聞いてみたいことがあれば挙手をお願いできますか。
質問者：セキュリティ分野で感じるのは、インシデント発生時の分析が技術
的な側面からの分析しか行われていないことです。日本年金機構のインシデ
ントの話がありましたが、私の考えでは技術的な問題ではなく、セキュリ
ティポリシー、あるいはガバナンスの問題だったように思います。パネラー
の皆さんのお考えを聞かせてください。
唐沢：このシンポジウムでは、IISECとしてお答えする立場にないので、個
人的な意見であることをご承知おきください。今のご質問で、インシデント
の報告が技術面に偏っているのではないかというご意見でしたが、私もそう
感じることはあります。
　セキュリティインシデントの発生が増えるとともに、インシデントに対応
するセキュリティベンターの数も多くなっています。ユーザー企業などがセ
キュリティインシデントを起した場合、その調査を外部の専門家に依頼する
ことが一般的です。
　説明責任を果たすためにも専門家に調査を依頼すべきだと思いますし、
ユーザー企業が自らフォレンジック調査を実施するのは難しいという問題も
あります。調査を依頼した外部のベンダーが提出する報告書は専門的、技術
的になる傾向があるのは確かです。
　ただ、ご指摘のようにユーザー企業側が報告書の内容をきちんと理解でき
る人がいて、ガバナンスの問題としてここがまずかったというような分析が
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なされるべきであることは間違いないと思います。
質問者：パネラーの皆さんは企業の現場におられるので、今おっしゃってい
ただいたようなことを考えながら検証していただきたいと思います。セキュ
リティ文化のお話しもありましたが、技術面だけに偏らないようなインシデ
ント報告の仕組みづくりが今後、必要になると考えています。

VUCA時代のキャリア形成に
必要な人間力と技術力のバランス

唐沢：ありがとうございます。他に質問のある方はいらっしゃいますか。
質問者：シンポジウムのテーマはVUCA時代のキャリア構築ですが、私自
身、技術力のベースラインをどのあたりにおけばいいのか考えているところ
です。私は仕事で業務委託先のリスク評価やクラウドサービスのリスク評価
など、どちらかというと、人間力が求められる運用を行っています。一方、
車の両輪ではありませんが、技術力も必要であると感じており、どのあたり
を目指していけばいいのか、ご意見をお聞かせください。
唐沢：ご質問ありがとうございます。羽田さん回答をお願いできますか。
羽田：はい。組織として考えた場合、個人で何でもできる必要はないと思っ
ています。技術を含め内容をしっかり理解できる人、その内容を基にビジネ
スの判断ができる人のそれぞれが能力を発揮すればいいのです。
　ただ、内容をできるだけ理解する方がいいという考え方もあります。例え
ば、ベンダーから報告書が上がってきたときに、どこまで内容を理解できる
か。書かれていることを理解するだけでなく、その裏にどんな手法があり、
この報告書が出されたのかといったところまでイメージできるスキルがあれ
ばすばらしいと思います。
唐沢：ドラクエではありませんが、チームとしてうまく進めていくことと、
T型人材の縦軸の深い専門性、そして今のお話しのようにベンダーの報告書
を鵜呑みにするのではなく、技術的なバックグラウンドを理解した上でコ
ミュニケーションを進めることの大切さを実感しました。他に質問される方
はいらっしゃいますか。
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質問者：IISECのOBです。今は事業会社に勤めていますが、ドラクエの攻
撃側と回復側にたとえると、事業側と管理側があり、何か問題があった時に
事業部門は攻め、管理部門は回復する立場です。管理側の地位をもっと高め
るためのアイデアがあればお聞かせください。
澤田：難しい問題ですね。ただ、日本でもIT系の事業会社の管理部門の地
位はそれほど低くはないと思いますが、コスト重視の業界ではオーバーヘッ
ドと見られがちになる傾向があるかもしれません。
　管理側の重要性を理解してもらうには、自社のセキュリティやDXなどを
連動させながら、社内・社外に向けてメリットになるようなサービスを打ち
出すなど、事業側にアピールするような方策が必要でしょう。
　また、情報セキュリティ部門というと、問題発生時の「回復」が仕事と考
える人も社内にいるかもしれません。SOCの運営など高度な技術力を持った
人たちにしかできないことがあれば、社内から一目置かれる存在になると思
います。
吉濱：インシデントが起きてから回復に着手するのでは多分、手遅れです。
システムの企画・設計段階からセキュリティ対策を組み込むセキュリティ・
バイ・デザインがセキュリティのあるべき姿です。そうなると企業のガバナ
ンスの問題となるので、回復側ではなく、ガバナンス側になるのがいいので
はないかと思います。
唐沢：質問された方々もご理解いただけたでしょうか。パネラーの皆さんも
ありがとうございます。これでIISECのOBOGによるパネルディスカッショ
ンを締めくくらせていただきます。
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19年MM総研代表取締役所長就任。08年より国際大学GLOCOM
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旗手たち』など。

森 正弥（もり まさや）氏　
博報堂DYホールディングス 執行役員、Chief AI Officer

外資系コンサルティング会社、インターネット企業、グローバルプ
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顧問。情報処理学会アドバイザリーボード、経済産業省技術開発プ

ロジェクト評価委員、CIO育成委員会委員等を歴任。著書に『信頼

できるAIへのアプローチ』（監訳）など。
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盛合 志帆（もりあい しほ）氏　
国立研究開発法人 情報通信研究機構 執行役 経営企画部長　

1993年京都大学工学部卒業。NTT、ソニーなどの勤務を経て、

2012年国立研究開発法人 情報通信研究機構入所。サイバーセ
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株式会社エヌ・エフ・ラボラトリーズ 代表取締役社長　

1988年日本電信電話株式会社入社。1997年からOCNの立ち上げ

に参加し、セキュリティサービスの開発に従事する。1999年のグ

ループ再編でNTTコミュニケーションズに所属。2015年10月よ

り同社情報セキュリティ部長。2019年1月、株式会社エヌ・エフ・

ラボラトリーズを設立し代表取締役社長に就任。NTTグループで

10人しか認定されていない「NTTセキュリティマスター」。

警視庁 サイバー犯罪対策協議会副会長、ICT-ISAC 運営委員長など

を歴任。2024年第20回情報セキュリティ文化賞受賞。警視庁 サイバー犯罪対策協議会副会

長、ICT-ISAC 運営委員長などを歴任。2024年第20回情報セキュリティ文化賞受賞。

篠田 佳奈（しのだ かな）氏　
株式会社BLUE 代表取締役
千葉工業大学変革センター 研究員

セキュリティエンジニアを経て（株）ネオテニーに参画、暗号・セ

キュリティの調査研究、新規事業開発支援に従事。その後情報セ

キュリティ国際会議Black Hat Japanの企画・運営を経験。米国サ

イバー犯罪対策APWGのアジア・リエゾンとして活動。内閣官房サ

イバー安全保障分野での対応能力向上に向けた有識者会議他、各省

庁委員会に参加。世界トップクラスのサイバーセキュリティ国際会

議 CODE BLUE発起人。2017年第13回情報セキュリティ文化賞

受賞。
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国立情報学研究所 情報社会相関研究系 研究主幹・教授
国立情報学研究所 シンセティックメディア国際研究センター長　
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（併任）。情報セキュリティ、マルチメディア、プライバシー保護の

研 究 に 従 事。IFIP日 本 代 表，IFIP TC11日 本 代 表。2014年・

2005年情報処理学会論文賞、2016年第12回情報セキュリティ文

化賞、2014年ドコモ・モバイル・サイエンス賞など受賞。博士（工

学）（東京工業大学）。
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エンドポイントセキュリティの研究開発を担当。女性セキュリティ
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おわりに

　最後までお読みいただきありがとうございます。

　本シリーズでご登壇いただいた皆様のお話しを振り返り、改めて、この20年で

急速に「情報セキュリティ」という概念がカバーする領域の拡大と深化が進んでき

たこと、いわゆる専門人材のみならず広義のセキュリティ人材の活躍の場が広が

りかつ生成されていることを実感いただけたのではないかと思います。

　一方、2004年の本学（IISEC）開学・ISEF設立記念シンポジウムにおいて掲げた

テーマ「セキュアな情報がもたらす価値創造と産業活性化」が示す、情報セキュリ

ティが担う根源的な役割への期待はいっそう高まっているのではないでしょうか。

　インターネットに代表される情報科学技術の発展によって、「情報」は21世紀の

重要なキーワードの1つとなり、種々の情報が世界を行き交い、それらを使った多

岐にわたるビジネスや活動が行われている一方、特定の企業・組織を狙った標的

型攻撃や、フィッシング、情報の漏洩、国境を越えたサイバー攻撃など、様々な

情報セキュリティ問題が社会を揺るがしており、国家的課題にもなっているこれ

らの解決なしに情報社会の発展は困難です。

　実際に、個人情報保護法が成立し、ISEF（NPO情報セキュリティフォーラム）が

設立された2003年、本学が開学した2004年以降を見ても、毎年のように情報／サイ

バーセキュリティに関する大きな事件・事故が発生し、攻撃の主体や方法につい

ても、多様化、複雑化、高度化の一途をたどっています。設立・開学から10年後

の2014年にはサイバーセキュリティ基本法が成立、翌2015年にはマイナンバー制

度の導入、とリテラシーのあるなしに関わらず、着々と情報／サイバーセキュリ

ティを意識せざるを得ない社会の仕組みが進行してきました。さらに、2020年初

頭からの世界規模での新型コロナパンデミックを契機とした新しい生活様式・行

動様式への転換、ロシアによるウクライナ侵攻を始めとした地政学的な要因によ

る経済・文化・学術活動等へのリスクの増大など、予測不可能な事態への対応が

求められる場面は少なくないことが予想され、わが国における情報／サイバーセ

キュリティの重要性がますます高まっていくことは確実といえます。

　こうした状況を踏まえ、IISECとISEFはこれからも車の両輪として、大学院正
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規課程における教育・研究活動のさらなる充実による高度専門人材の輩出と企

業・官公庁・教育機関等への短期的な教育・研修プログラムの提供、広く一般へ

のセキュリティ啓発に資するような情報発信など、全方位的な貢献への取り組み

を継続し、情報セキュリティ文化の醸成に貢献していきたいと考えています。

　最後になりますが、ISEFと本学が無事に20周年を迎えられたことにつきまして、

たゆまぬ情熱をもって草創期をリードしてくださった、ISEF初代理事長の岡崎洋

様、本学初代学長の辻井重男先生、初代副学長（第2代学長）の林紘一郎先生、初代

情報セキュリティ研究科長（第3代学長）の田中英彦先生へ、改めて敬意と感謝を申

し上げます。

　また、この20年間、両組織に関わってくださった多くの方々─ISEF会員の皆様、

各種教育・研修プログラムやセミナーをご利用いただいている皆様、本学のOB・

OG・在学生の皆様とご家族の皆様、派遣元企業・官公庁、採用企業等各社の皆様、

教育・研究活動でご協力いただいている連携企業・連携大学の皆様、アドバイザ

リーボードの皆様はじめ多くの皆様─にも、心からお礼を申し上げます。

　さらに、お忙しい中、いつも母校の発展と後輩諸君のキャリアを気にかけてく

ださり、さまざまなアイディアで本学を盛り上げるために尽力いただいている同

窓会幹事の皆様、皆様のご協力なしでは今回の一連の20周年事業は実現できませ

んでした。本当にありがとうございます。

　そして、これからIISECへ入学される皆様、ISEFの活動に興味を持ってくださっ

ている皆様へ。

　ようこそ、お待ちしておりました。一緒に「明日の信頼」を創ってまいりましょう！

　2025年3月吉日
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